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広島空港の概要

広島空港は広島県のほぼ中央部に位置
し、広島市の東方約50kmの本郷町用倉地
区に地域社会と共存共栄できる空港として
設置された空港であり、中・四国地方の拠
点空港として大きな期待を担っています。

【主要施設】

滑走路

誘導路
エプロン

ターミナルビル

空港敷地面積 1,977,219㎡

滑走路 長さ 3,000m　　幅 60m

誘導路 延長 3,290m　　幅 30・32・34・18m

エプロン 面積 120,300㎡

スポット 9スポット，小型機用スポット

照明施設 航空灯火施設 1式（滑走路灯等）

電源施設 1式（受配電設備等）

無線施設 航空通信施設 1式（TX，RX等）

航空保安無線施設 1式（ILS，VOR/DME等）

旅客・貨物取扱施設 広島空港ターミナルビル 2棟（旅客・貨物）

面積 [旅客] 17,979.36㎡，[貨物] 4,582.25㎡



広島空港の運用状況

広島空港の2014年度の運用状況は、年間着陸回数が11,619回、乗降
客数が2,719,602人、貨物取扱量が20,486ｔとなっており、前年度と比較
すると年間着陸回数が3.8％増、乗降客数が3.0％増、貨物取扱量が
7.0％減となっています。

【定期便の状況】

【初期環境計画からの運用状況推移】

定期便の状況（2015年6月1日現在）

＜国内線＞ 25便／日

＜就航先＞ 東京・札幌・仙台・沖縄・成田

＜国際線＞ 40便／週

＜就航先＞ ソウル・大連・北京・上海・成都

台北



広島空港エコエアポート協議会

【目的】

空港内で活動を行う全ての事業者が、環境問題を正しく理解し、問題意識を共有することにより、空
港及び空港周辺地域において、環境の保全及び良好な環境の創造を進める対策を実施する空港、す
なわちエコエアポートを実現するために設置しています

【活動内容】

• 空港環境計画の策定

• 空港環境計画に基づく施策の実施

• 空港環境計画に基づく各施策の達成状況の評価

• 空港環境計画の実施にあたって、関係者に対し必要となる教育及び啓蒙活動

【協議会委員】

国土交通省大阪航空局広島空港事務所
関西航空地方気象台広島航空気象観測所
国土交通省中国地方整備局広島空港出張所
国土交通省中国運輸局交通環境部
法務省広島入国管理局広島空港出張所
財務省神戸税関広島税関支署広島空港出張所
厚生労働省広島検疫所広島空港検疫所支所
農林水産省神戸植物防疫所広島支所広島空港分室
農林水産省動物検疫所神戸支所広島空港出張所
第六管区海上保安本部広島航空基地
広島県土木局空港港湾部空港振興課

（財）空港環境整備協会広島事務所
広島空港ビルディング（株）
広島空港給油施設（株）
國際航空給油（株）
マイナミ空港サービス（株）
日本航空（株）広島空港所
全日本空輸（株）広島空港所
（株）ＪＡＬＵＸ広島空港店
リムジンバス管理センター
広島空港タクシー運営協会



広島空港第二期環境計画
【基本理念】

環境に優しい空港（エコエアポート）、すなわち

• 地球環境的視野に立った空港

• 地域環境と共生できる空港

• 循環を基調とする持続的発展可能な空港

の実現を目指します

【第二期基準年度・目標年度】

基準年度 ２０１３年度（平成２５年度）

目標年度 ２０２３年（平成３５年）

【環境目標と主な取り組み】
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【大気 ・エネルギー】

航空機は駐機中に補助動力装置であるAPU※1を稼働させて機内の冷暖房や照明などの必要電
力を確保していました。しかし、APU稼働中には騒音と大量の排気ガスを発生させてしまうことか
ら、広島空港では、2003年4月よりAPUに代わる施設として空港内施設から電力などを供給する
GPU※2を設置しています。GPUの使用により、CO2排出量を少しでも多く抑えることができるよう取
り組んでいます。

GPUの使用促進

GPU（地上動力設備）4台配備

電源車（移動式ｲﾝﾊﾞｰﾀ）1台配備

データ提供：株式会社エージーピー

※1 APU（Auxiliary Power Unitの略）
航空機の主エンジンを始動させたり、空調・電気系
統の補助動力として利用される補助動力装置。

※2 GPU（Ground Power Unitの略）
地上において航空機に必要な空調や電気を供給す
る施設。



【大気 ・エネルギー】

アイドリングストップ運転の実施

アイドリングストップとは、自動車を駐停車している時に不必要なエンジン稼働を行わない
ことです。広島県では2004年4月1日から「広島県生活環境の保全等に関する条例」により、
駐車時のアイドリングストップが義務づけられています。

広島空港では、空港関連事業者に協力を要請し、アイドリングストップ運動を組織的に推
進していくよう取り組んでいます。



【大気 ・エネルギー】

空港関連事業者による取り組み

• クールビズの実施（冷房時28度の室温設定）

• 事務室やトイレ等での節電（昼休みや未使用時の消灯、呼びかけ等）

• 事務機器等の節電（節電設定）

• エスカレーター乗降場に人感センサーシステムの設置

• スイッチ付タップ（エコタップ）の使用

• エレベーター出入り口での階段利用の呼びかけ

•・ＬＥＤ照明の導入

省エネ化の推進

クールビズの実施

階段利用促進
エコタップの使用 こまめな節電

節電設定
国際線ロビーでの消灯

人感センサーシステムの設置

人感センサー式照明の設置

ＬＥＤ照明の導入



2014年度のCO2排出量は9,229,511kg-CO2となり、対基準年度（2013）比で12.4％減少しまし
た。

エネルギー消費量は138,982,756MJとなり、対基準年度（2013）比で10.1％減少しました。

これら、減少させている成果として、ＬＥＤ照明の導入範囲の拡大、不要照明消灯等の徹底など
協議会の運動推進によるものと考えられます。

なお、要因の一つに原子力発電所の停止等による電力会社のCO2排出係数の変動もあると考
えられます。
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【大気 ・エネルギー】

進捗状況 （目標達成）
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【水・土壌】

節水運動の推進

空港関連事業者による取り組み

• トイレ等での節水呼びかけ

• 節水コマの設置

• 節水器の設置

進捗状況

2014年度の上水使用量は68,745m3となり、対基準年度（2013）比で5.1％
増加しました。2014年度は滑走路改良や誘導路改良、エプロン拡張などの
空港整備工事により水の使用量が増加したと考えられます。
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【水・土壌】

融雪剤および防氷材の適正使用

広島空港では年に数回積雪があり、滑走路などに環境負
荷の小さい酢酸系等の融雪剤を使用しています。使用する
際は、温度や積雪量により使用量を調整しています。

水質測定

【測定結果】

滑走路での散布状況

空港周辺における水域の水質は、7号沈砂池
の生物化学的酸素要求量（BOD）を除き、基準値
を満足しています。

7号沈砂池

1号沈砂池

平成２７年３月

測定項目 単位
1号沈砂池
測定結果

7号沈砂池
測定結果

環境基準
（河川A類型）

水素イオン濃度（pH） － 7.6 7.4 
6.5以上
8.5以下

生物化学的酸素要求量(BOD) mg/L 0.5 21.0 2以下

浮遊物質量（SS) mg/L 1 4 25以下

溶存酸素量（DO) mg/L 9.8 9.3 7.5以上



【廃棄物】

リサイクル率の促進

空港関連事業者による取り組み

• グリーン調達の実施

• コピー用紙の再利用

• 廃棄物の分別

進捗状況

2014年度の廃棄物（可燃物）のリサイクル率は19.1％となっています。また、廃棄物（不燃物）
のリサイクル率は65.6％となっています。

グリーン調達の実施

刈草の有効利用

着陸帯などの緑地で年2回の草刈を行っており、
その刈草は空港周辺の牧場の方に、飼料や堆肥
として提供し、有効に利用していただいています。

廃棄物の分別

コピー用紙の再利用
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【その他】

航空機騒音によるWECPNL

GPUの使用促進やアイドリングストップ運動の実施により、騒音振動を極力少なくし、空港
及び空港周辺に及ぼす影響を最小限に抑えるよう取り組んでいます。

なお、航空機騒音によるWECPNL※は環境基準を達成しています。

データ提供：広島県環境白書（環境に関する年次報告）

※ WECPNL
航空機の騒音を表す単位。音の質や大きさのほか持
続時間、回数、時間帯などを総合的に組み合わせて算
出される。値が大きいほど、騒音が大きいことを示す。

測定場所：東広島市河内町入野字河隅（県道広島空港線道路用地）
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【自然環境】

事務室内の緑化向上

広島空港では、自然環境への影響、CO2削減効果及び景観を配慮し、多くの緑化がなされ
ており、現段階では具体的な施策は必要としていませんが、地球温暖化ガスの排出削減に
も寄与し、室内の空気を浄化する役割も果たす、事務室内等の緑化向上に取り組んでいま
す。


